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・台北市観測所（E121・31’N25・02＇）の気温上昇は淡水
観測所（E121・2州 25・10＇）の気温上昇の 2.5倍であった
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• 2008年9月から台北市とその周辺の衛星都
市をカバーする16箇所で、公園緑地、学校
と住宅地内の公用緑地に百葉箱（箱肉の小
型自動記録式温度・湿度ロガー HIOKI 
3641）を設置し、直射日光を受けずに自然
通風状態で測定を行っている。
• 10分間隔で記録した温度・湿度データを約
50日ごとに回収すると同時に、得られた観
測記録のデータベース化を進めている。
・本研究では温度・湿度ロガーによる測定デ
ータ（センサーの高さは地よ約1.6m）および
台湾中央気象局・台北観測所の気象データ
（温度センサーの高さは地上約1.7m）を利
用した。
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• 20世紀90年代以後、世界各地では夏季に猛暑日が続き、
市ヒー トアイランド現象（UrbanHeat Island，以下 UHiと略記
）にも拍車をかけている。
・都市の平均気温はこの100年で2-3℃上昇しており、 1℃程
度が地球温暖化、残りが都市化の影響であることが指摘さ
れている。
・近年、都市化による人口増加と集中の著しいアジア沿岸域
において、研究事例が少ない亜熱帯・熱帯に属する大都市
のUHiの研究を行うことが緊急の課題となっている。
・アジアの巨大都市上海、東京同様、台北の年平均気温も継
続的に上昇していることが確認された。
-1897～2007年平均気温（2007年平均気温23.5℃）が約
1.5℃上昇した
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・本研究では、 1991年5月と2002年5月の衛星デー
(L5 TMデー タとL7ETMデータ）を用いて、土地利用
を教師付き分類し、市街地の拡大を把握する。
・台北市におけるUHiを解明する。
・熱画像（Aster）による地表面温度と地上気温との関
連を解析し、 90年代以後、台北市内の再開発によ
る都市構造の変化、居住人口の移動・減少と都市
気温の上昇との関係を分析する。
・台北盆地はN25。付近の東アジア大陸と
太平洋の聞に位置し、モンゴル高気圧と
温暖湿潤な太平洋高気圧の影響を受け
た亘熱帯気候が特徴である。
・台北の年平均気温は21-22℃で、年降雨
量は2,000mm以上である。
ー 1月平均気温：17.3℃
-7月平均気温：30.4℃
．台北市の都市発展史
ー清時代の1851年から発恩
一日2伝統治時代（1895句 1945)
ー職後目覚ましい経済成長
-z，陸地区の衰退
・市面積：約27,180ha (2006) 
．市人口：約262万人（2006)
台北の都市発展向てω ‘ム
・ 台北市は19世紀末、台湾の中心都市に成長し、日本統5€
時代を通して現在の旧市街地区の都市基盤整備がされた
• rn49年国民政府が台湾に撤
退した結果、台北市の人口は
48万人に膨れあがり、 1963年
には103万人へと増加した。 iご
・70年代以後、市街地が拡大し 日1国
（行政区域が12区になり）、
1978年の信義副都心計画に
よって、市の東部（信華区）の
発展が著しくなる。
・市の中心部の人口密度は26,110人／km2で、都心の空洞化
は見られない。
（ 台北の都市発展につ閃
新宿副都心計画を参考にしている「信義計画Jによって、
一①市庁舎の移転（1992年10月）
②広大なその跡地を利用した大規模再開発
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・市内や近接地区を結ぶ鉄道交通ネットワークとして、 MR
1996年に開通させた後、 MRT駅周辺地区での商業地の形成を
促した結果、都市機能が分散され、市庁移転などの都市開発
を行っている。それに伴い、市中心部は東に移動した。
一台北市人口’健康：約10,007人/km2 市人口：約262万人
一中心7区の人口密度：約26,110人/km2市中心7区の人口：約162.5万
人
・1992年以後、！日市街地の4区では、人口減少が著しく、 1993年
には1.71%(4.3万人）の人口が流出した。
• 2000年以後、市内の居住人口の減少は続いている。2006年末
の人口は約261.6万人である。
・現在、台北駅を中心とする旧市中心部においては、再開発事
業が進められている。
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（ 台北の都市発展について（2) ,lu; i 
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• 60-70年代に製造業を進
めた結果、三重市、新荘
市、板橋市、中和市の人
口も急速に増加し、台北市
の衛星都市になった。
• 90年代の10大都市のうち
、第5位の板橋（538,957人
）をはじめとして、三重（第6
位、 375,996人）、中和（第7
位）、新荘（第10位）の4市
がある。
・台北市人口はその衛星都
市の人口の合計とほぼ同
じである。
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・市庁移転などの都市開発に伴い、都市の諸機能は市中心
部にある台北駅エリアから東に移動したが、市街地の発展
は旧市中心部（旧市街地4区）から同心円の形で周辺地域
に拡大された。
・都市の高温域は、新市街3区に移動せず、旧市街地に隣接
する西部の衛星都市に拡大していると判明した。
・台北駅を中心とする旧市中心部においては、再開発事業が
進められている結果、都市の高温域は旧市街の4区に一極
集中すると予測される。
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一ー ιー 争4・本研究に行うにあたり、千葉大学OEReS研究員原田一平
博士をはじめ、近藤研究室および建石研究室の院生たち
には多くの助言・協力を与えて頂きました。
・本研究の一部は「平成19年度・20年度千葉大学OEReS
共同利用」により研究助成を受けて行われた。
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